
技術部会（部会長 安田裕之）は、8月30日に「第
18回日本非破壊検査工業会技術討論会」を「プラント
メンテナンスにおける非破壊検査の展望」をテーマとし
て、川崎市産業振興会館で開催した。今年度は、3年
ぶりの対面開催に向けた関係者全員の努力と熱意の
結果、対面での開催が実現した。

会場には総勢92名（参加者52名、招待者16名、他）
が集い、久しぶりに笑顔あふれる技術討論会となった。
堀充孝（日本電磁測器）実行委員長の開会宣言の後、
長岡康之理事長より、今回のテーマは会場となってい
る川崎市に非常にマッチしており、有意義な時間として
欲しいとの挨拶があった。続いて共催である川崎市産
業振興財団の三浦淳理事長より、日本非破壊検査工
業会と協力し、京浜臨海部をはじめとした産業・社会イ
ンフラの持続的な発展に貢献して行きたい。討論会で
の活発な討議がなされることを期待しているとのご挨拶
があった。その後、中村英之（IHI検査計測）総合司
会のもと、2通の祝電が披露され、一般講演1件、特
別講演2件、基調講演2件、パネルディスカッションへ
と続いた。午前の部は、平手克治（丸重屋）座長が進
行役を務めた。一般講演として日本非破壊検査の美
藤貴之技術部長より「プラントにおける検査の現状と課
題と展望」と題して、プラントにおける非破壊検査、そ
の課題と解決につながる技術などが示された。特別講
演として⽯油化学工業協会の藤本正彦技術部部長よ
り「⽯油化学プラントメンテナンスの現状と課題 」と題
して、⽯油化学業界における解決策としてのスマート
保安、人材育成・技術伝承、今後のメンテナンスの方
向性、非破壊検査分野への期待が示された。午後の
部は、出⽜利重（日本工業検査）座長が進行役を務め
た。特別講演として危険物保安技術協会の杉⼭章企
画部部長より「危険物施設における新技術の活⽤につ
いて」と題して、高経年化、技術継承などの課題、新

技術活⽤への取り組み、デジタル化の推進などが示さ
れた。基調講演は、先ずは島根⼤学の三原毅教授より

「プラントにおける非破壊検査の最新技術」と題して、
部材の強度保証・保守における超音波探傷の必要性、
最新の超音波フェーズドアレイ技術、その規格制定な
どが示された。続いて横浜国⽴⼤学の三宅淳⺒教授
より「産業保安の高度化に向けて」と題して、イノベー
ションと産業保安、事故事例の解析と安全対策、安全
基盤など安全工学の面から産業保安について示され
た。恒例となっているパネルディスカッションでは、コー
ディネーターとして横浜国⽴⼤学の笠井尚哉准教授
のもと、5名の講演者にパネラーとしてご登壇いただい
た。現在、多くの課題を抱える産業プラントの安全を確
保するために、新技術・スマート保安の導入による検
査の効率化を進める必要があり、新技術導入と規制整
備、人材育成と技術伝承など活発な討議と意見交換
がなされた。また、会場内に設置した展示コーナーで
は、トーレック、IHI検査計測、リガクの3社による検査
機器の展示が行われた。最後に、安田裕之（ジャスコ）
技術部会長より閉会宣言として、関係各位への御礼と
ともに有意義な技術討論会であった旨が述べられ、第
18回技術討論会は成功裏に閉会した。

第 18回 日本非破壊検査工業会 技術討論会を開催
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6月23日、東日本支部の支部定期大会が参加者22名のもと高知県の
高知パレスホテルで開催された。冒頭で渡邊正宏支部長は、日頃より当
工業会活動に対する会員各位のご支援・ご協力への謝辞と、2019（令
和元）年の熊本和数奇司館（熊本市）以来となる、3年ぶりの定期大会
が行われることについての経緯を述べた後、ロシアのウクライナ侵攻を発
端とした物価高や円安・半導体不足など、業界を取巻く厳しい環境に触れ、
「繁忙期の山谷が大きくなる一方で人手不足が慢性化している状況にあ
る。このような行事を通じて会員間の情報交換や協力体制を強めていた
だければ幸いである。」と挨拶を行った。次に、2021（令和3）年度の事業報告・収支決算報告及び2022（令
和4）年度の東日本支部役員・委員会委員並びに支部活動計画が報告された。
その後、場所を移した懇親会の席上で、先の本部の定期総会において当工業会の第26期理事長に就任し

たアミックの長岡康之社長より挨拶があり、和やかな雰囲気の中で歓談がなされた。

東日本支部　令和4年度 支部定期大会を開催

7月7日、西日本支部は北九州市小倉北区の「リーガロイヤルホテ
ル小倉」にて、野口博文副支部長の司会により令和4年度支部大会
を開催した。
冒頭挨拶に立った清水重之支部長は就任のあいさつの後、ロシア

のウクライナへの侵攻危機による世界情勢の不透明さや、世界経済
が物価上昇と景気悪化による厳しい状況にあること、国内において
も、少子高齢化が急速に進み生産年齢人口の減少といった困難を
踏まえた中で、非破壊検査業界の発展と普及のため、監督官庁など公的機関及び教育関連機関並びに業界
関連団体との連携強化を図り、社会的地位と信頼性を高めていることを報告した。また、西日本支部として本部
事業に沿った支部活動や支部の独自性を生かした活動を行うとともに、各委員会活動の活性化を図るため会
員各位に理解と協力を求めた。
来賓挨拶は松村康人前理事長より、退任にあたり会員各社及び関係省庁並びに関係団体のこれまでご支
援・ご厚情への謝辞と、これからの工業会の更なる発展を期待すると述べられた。
次に、令和3年度の会務及び会計・監査報告並びに各委員による委員会活動報告と、令和4年度の会務
及び運営体制並びに事業計画が報告された。その後、各社の無災害労働時間・安全衛生標語・優良従業
員表彰が行われた。
会場を移し清水重之支部長の挨拶、秋野公造参議院議員　中島隆治北九州市議会議員　長岡康之理事
長の来賓挨拶に続き、松村康人前理事長の乾杯音頭で懇親会が開宴した。各社出席者が親睦を深める中、
坂本敏弘前支部長の中締めの挨拶で散会となった。

西日本支部　令和4年度 支部大会
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9月7日、関西支部は9月例会兼経営交流会を出席者33名のもとエ
ル・おおさか（大阪府立労働センター）において開催した。冒頭に富田
裕樹支部長は、出席者への謝辞の後「インフラ調査士資格制度の認
知度や必要性が松村康人前理事長の功績により向上した。今後は、業界の人材確保に向け
た新たなテーマや、興味・関心を引く事業内容を検討し発信する、広報活動への協力をお願いしたい。」と挨
拶した後、本部及び各支部の活動実績等が報告された。
経営交流会は「インボイス制度について」と題して公認会計士の花光昇講師より、検査会社の業務に則した、
消費税の流れと検査業務の流れについてフローチャートを使い説明した後、制度開始に備えて導入目的や理
解すべきことなど、各種事例を交えて1時間の講演が行われた。質疑応答では多くの質問があり予定時間を超
過したため、一旦中断した後、懇親会の場で継続して質疑応答となった。
検査機器の紹介では、ポニー工業より蛍光灯からLEDチップに変更し軽量化した、JIS対応のLEDシャウ

カステンやLED対応濃度計について、KS-NETより手袋でも使用可能なタッチパネルやテザリングによるWi-Fi
環境下でのPCとの共用可能な超音波探傷器USM100（日本ベーカーヒューズ社製）の説明があり、仕様等に
興味を引き終了間際まで質問が続いた。
その後、会場を移して、コロナ禍で出来なかった2019（令和元）年度以来の3年ぶりとなる懇親会が開催さ
れ、会員各社の情報交換・歓談が和やかな雰囲気の中で行われた。

関西支部　令和4年度 9月例会兼経営交流会を開催

9月8日に西日本支部は、ANAクラウンプラザホテル広島で秋季例会及び経営
交流会を対面で3年ぶりに開催した。冒頭、清水重之支部長は「感染対策のう
え本部事業に沿った支部活動や、政策要望懇談会（公明党広島県本部）でのイ
ンフラ調査士活用に関する要望書提出など支部独自の活動を実施した。また、少子高齢化・生産年齢人口減少等
の構造的課題の中、働き方改革や労働災害防止等を継続推進することが重要であり、ビジネスモデルを根底から考
え直す必要が今後生じるかもしれない。この場が様 な々情報交換の場になることを期待している。」と挨拶した。
来賓挨拶は長岡康之理事長より「第18回技術討論会は、現況を踏まえた【非破壊検査の展望】をテーマとし

て開催し活発な意見交換が行われ成功裏に終わった。また、消防庁よりコーティング上からの溶接線検査手法とし
てフェーズドアレイ超音波探傷法を認める旨の通知や、渦電流探傷法によるコーティング上からの溶接線検査手法・
D-RT適用・ドローン活用に関する検討会が行われる。業界にとって更なる仕事創出になると期待する。」と挨拶さ
れた。次に、野口博文副支部長及び各委員長より、会務及び委員会活動の報告があった。経営交流会は「インボ
イス制度について」と題して公認会計士・税理士の山田紳太郎講師より、インボイス制度についての基本的な理解
と留意点等の解説などが行われた。
会場を移し、斎藤鉄夫衆議院議員秘書の稲田隆則氏、碓氷芳雄広島市議会議員と来賓挨拶があり、松村康
人顧問の乾杯の音頭で懇親会が開宴した。各社出席者が親睦を深める中、中締めは野口副支部長の一丁締め
で散会となった。

西日本支部　令和4年 秋季例会・経営交流会
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1. はじめに
近年、高度経済成長期に建設された多くの構造物が設計寿命を迎えている。これらの健全性の評価の指標と

して、その変位や振動数を計測することが必要である。従来の変位や振動数の計測には、接触式の加速度計
や変位計を⽤いるが、これらは構造物への取り付けが困難な場合がある。これらを解決するために、構造物中
の模様を⽤いることで、構造物にセンサ等を一切の設置せずに、変位や振動数を計測するサンプリングモアレ法
を⽤いた計測手法について紹介する。

2. サンプリングモアレ法とは
サンプリングモアレ法は、カメラで格子ターゲットを撮影し、そ

の画像を解析することで変位を計測する手法である（図1参
照）。通常、格子ターゲットを計測箇所に貼り付けて計測する
が、対象が高所であると足場設置などが必要である。そこで、
橋梁などの構造物中にあるボルト集合部を⽤いて、サンプリング
モアレ法の計測を行う方法を考案した。この手法を⽤いて、変
位や振動数が計測可能であるかの検証を行った。

3. ボルト集合部を用いたサンプリングモアレ測定
本稿では、橋梁の桁を模擬したボルト集合部を取り付けたH

鋼の3点曲げ試験を行い、ボルト集合部を⽤いたサンプリングモ
アレ法の精度を確認した結果を示す。図2にH鋼の模式図、図
3にボルト集合部の写真を示す。H鋼にはボルト集合部の比較
⽤として、格子ターゲットを設置した。サンプリングモアレ法では、
一般的に、格子間ピッチの1/100以内の測定精度が得られるこ
とが知られている。そのため、ボルト集合部では、ボルト間ピッチ
の20mmの1/100である0.2mm以内の精度で変位計測が可
能であると考えられる。精度の確認方法としては、H鋼下面に取
り付けた接触式変位計との比較を行った。
図4にH鋼を各荷重で静的に曲げた結果を示す。図4から、

ボルト集合部をターゲットとしたサンプリングモアレ法（H鋼位置：
-1250mm、0mm、+2250mm）と変位計との値を比較すると誤
差最⼤0.1mmとなり、0.2mm以内の精度で計測できたことが確
認された。
図5に加振周波数3Hzで動的にH鋼を曲げた結果を示す。
図5から、ボルト集合部をターゲットとしたサンプリングモアレ法（H
鋼位置：0mm）と変位計の振幅が同期していることが分かる。
この結果について、周波数解析するといずれも3.0Hzの結果が
得られ、ボルト集合部をターゲットとしたサンプリングモアレ法では
振動数計測が可能であることが確認された。

4. おわりに
本検討から、サンプリングモアレ法の計測において、ボルト集

合部は格子ターゲットとの代替が可能であることが確認された。
このことから、高所にセンサや格子ターゲットを取り付けることな
く、非接触で簡易的な変位や振動数計測が可能である。

「サンプリングモアレ法を用いた非接触変位計測システム」の開発

問合せ先 ：株式会社IHI検査計測　研究開発センター　宮下 和大
TEL：045-791-3522　　FAX：045-791-3547　　E-Mail：miyashita8986@ihi-g.com　　HP：https://www.iic-hq.co.jp/
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1. 背景
接触媒質を⽤いない超音波探傷法として空中超音波探傷が実施されてい

る。空中超音波探傷では図1のように送信⽤超音波探触子と受信⽤超音波
探触子の二つを⽤い、検査対象を送受信⽤探触子で挟んだ透過法が主に
⽤いられている。透過法では検査対象の両側空間が探傷に必要であり、環
境によっては両側空間を確保できない場合がある。そこで片側空間から空中
超音波探傷を行う手法を開発した。片側空間からの探傷では透過法が使⽤
できないため、ガイド波やV透過法などで超音波探傷を行う。本稿ではガイド
波による片側空中超音波探傷について述べる。

2. ガイド波による空中超音波探傷
ガイド波は平板やパイプ内を伝搬する超音波で、ある入射角度で超音波

を検査対象に入射したときに発生する。入射角度は検査対象の材質や厚
さ、使⽤する超音波の波長により変化するため探触子を試験体付近に配置
する際に角度を調整する必要がある。また、ガイド波による計測は図2のよう
に空中を直接伝搬する超音波Eがある。Eはガイド波より信号強度が非常に
⼤きいため、ガイド波の信号を受信するには探触子間距離Dや探触子高さh
を調整して、Eより早くガイド波を受信する必要がある。送信探触子から検査
対象までの超音波伝搬時間をtair1、漏洩ガイド波の受信探触子までの超音
波伝搬時間をtair2、ガイド波伝搬時間をtGとしたとき、ガイド波の検出条件は
以下の式（1）で表わされる。

　（1）

ここでnは波数、Tは超音波の周期である。従って、空中超音波検査装
置の機構は探触子間距離D、探触子高さh、探触子の角度を調整するス
テージで構成されている。

周波数については検査対象の厚さや探傷方法、検出対象により変化する。
ガイド波を発生させるためにはレイリー・ラム方程式から計算された分散曲線
を参考に周波数を決定する必要がある。検査対象が厚い場合は低周波にし
ないとガイド波ではなく表面波が発生する。また、ガイド波を透過法で⽤いる
か反射法で⽤いるかにより適切な周波数が異なる。

3. 探傷例
ガイド波探傷例として樹脂剥離探傷を述べる。図3にようにアルミケース

背面に樹脂代⽤品として粘土を張り付けた試験体では粘土がある部分（図3
（a））では粘土にガイド波が漏洩して空中の漏洩量が低下し、粘土が無い
部分（図3（b））では空中にガイド波が⼤きく漏洩する。探傷例として図4（a）
の模擬欠陥モデルを検査して受信信号強度分布を画像化した。上部からモ
デルを見た場合図4（b）のように粘土部と欠陥部に分けられる。この面をス
キャンして受信信号強度で画像化すると図4（c）のように模擬欠陥部の受信
信号が強く表示され、図4（b）の上部から見た図と同様の図形が表示される。

4. 今後の課題
今後溶接部などへ適⽤するため、周波数などの計測条件や探傷方法の

最適化、きずの種類ごとの受信波形の評価方法などの検討を進める。

空中超音波によるガイド波探傷技術の開発

問合せ先 ：ジャパンプローブ株式会社　研究開発センター　田中 雄介
TEL：045-242-0531　　FAX：045-242-0541　　E-Mail：yuusuke.tanaka@jp-probe.com　　HP：https://www.jp-probe.com/

図1 空中超音波透過法

図2 空中超音波ガイド波計測超音波伝搬

図3 ガイド波の漏洩状況

図4 ガイド波による背面模擬欠陥検出
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アスベスト含有建築物の適切な工事施工に関して知っておくべきこと

JIMA2022 第11回総合検査機器展に出展

展示会委員会（相村英行委員長）は、9月14日〜16日に東京ビックサイト西ホール
で開催された、JIMA（日本検査機器工業会）主催の総合検査機器展に出展した。
非破壊検査機器メーカーが一堂に集まる国内唯一の展示会として、隔年で開催され、
最新の検査・計測技術の展示及び技術セミナー等を幅広く紹介される総合検査機器
展に、機材支部の多くの会員企業が出展する中、展示会委員会は当工業会の広報
活動の一環として、工業会案内等の出版物や「コンクリート構造物の配筋探査技術
者」・「インフラ調査士」のパンフレット及び映像展示として「橋梁における非破壊検査
の重要性」を放映するなどの広報活動に努めた。

石綿障害予防規則一部改正：2021年4月1日施行
＊労働者の健康被害を防止するため、石綿障害予防規則（石綿則）が改正されました（石綿＝アスベスト）。
＊アスベストは時限爆弾です。今日吸い込んだ石綿が20年後、あなたの肺を機能停止に追い込みます。

もしかして、保温材/断熱材を除去してUT/PTやってませんか
アスベスト関連法（規則）改正の経緯

年月 適用法/規則 内容

平成26年（2014年）

大気汚染防止法
石綿障害予防規則

・保温材/断熱材（レベルⅡ）の事前調査義務
・特別教育の義務
・労基への届け出義務　など

令和3年4月（2021年）
・事前調査（図面＋目視）の義務化（全ての建材）
・除去の健全性評価（資格者による）
・除去作業記録作成/3年保管　など

令和4年4月（2022年） ・事前調査結果の都道府県知事への届け出義務
  （工作物の場合は100万円以上の工事）

令和5年10月1日 ・事前調査は有資格者限定（建築物に限る）

従業員をアスベストばく露から保護するために
＊�石綿含有の保温材/断熱材の使用の有無について、�
発注者（元請け）の説明を受けてください。
＊�石綿含有の保温材/断熱材が使用されていた場合、�
健全な除去工事が施工されていることを確認してください。�
除去が不完全な場合、作業員を従事させてはいけません。�
（有資格者による再除去指示の可能性あり）

除去を伴う検査を施工する場合は、事前調査が必要です
＊�不明な点はご相談ください。西日本支部安全委員長：三宅�e-mail：keisuke@mes.co.jp�まで

保護金属の下に潜んでいます
特徴：半割れの白い板のようなもの

フランジ部にも要注意
特徴：綿状のフカフカしたもの

当工業会の展示ブース

溶接検査株式会社
本社：〒985-0874

宮城県多賀城市八幡2-16-10
ＴＥＬ：022-365-6040

ＦＡＸ：022-366-3556
URL：http://yosetsukensa.com

出張所 ： 青森・山形・秋田

お客様と社員に信頼される
企業でありつづける
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「NDI資格取得のための受験対策セミナー」を開催

東日本支部及び関西支部の教育委員会は、新型コロナウィルス感染
防止策として、セミナー参加者数を大幅に減らし、ソーシャルディスタン
スやアルコール消毒液、マスクの着用等に配慮して、JSNDI秋期一次
試験（レベル2）対策セミナーを開催した。
東日本支部では、川崎市産業振興会館（川崎市幸区）において
PT、MT、UTのセミナーに31名（延べ）、関西支部では、エル・おお
さか（大阪府立労働センター）において、RT、UT、MT、PT・PD�の
セミナーに26名の技術者が参加した。ベテラン講師陣による、演習問
題の詳細な解説及び質疑応答や課題の克服に向けたきめ細やかな指
導のもと、受講者はNDIレベル2技術者として必要な知識の習得に努
めていた。

主 催 実施日 受講者
（延べ） 対 象

東日本
支部

9月10日
〜11日 31名 PT、MT、UT

関西
支部 8月27日 26名 RT、UT、MT、

PT・PD

セミナーのもよう

☆ 非破壊検査全般、タンク開放検査、プラント保安検査
☆ インフラ調査（地中探査、ﾄﾝﾈﾙ点検、橋梁点検、構造物点検）

【 ＩＳＯ ９００１認証・ＣＩＷ認定・ＫＨＫ認定・地質調査業者登録 】

〒640-8306  和歌山市出島 31-5

 TEL　073-471-1311　　FAX　073-474-6211

　非破壊検査・地盤調査の複合技術で

　　　　社会基盤(インフラ)の安心と安全を守ります

　 詳しくは

　支店/営業所　  大阪／和歌山／鹿島

 東洋検査工業株式会社

本　社 

東洋検査工業 検索

サンコウの測定器・検査機器
非接触膜厚計コートマスター FLEX
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【二次試験結果】 
7月28日（木）〜29日（金） 
会場：川崎市産業振興会館（川崎市幸区）

8月に実施した前期配筋探査実技（二次）試験結果、
資格認証者及び合格率は右のとおりです。
後期資格認証試験日程は以下のとおりです。
※�今年度より資格認証制度が変更されております。�
詳細は工業会Webサイトでご確認ください。

■講師派遣情報　労働政策研究・研修機構 労働大学校「令和4年度検査業務専門Ⅱ研修」の動画配信に協力

第16回インフラ調査士講習会 ・ 資格認証試験　受験者情報

2022年度前期配筋探査技術者資格認証試験　受験者情報
2022年度前期 配筋探査技術者実技試験結果

関東 関西 九州 受験者合計 合格者 合格率

土
木

電磁波レーダ法 94名 60名 41名 195名 127名 65%
電磁誘導法 78名 54名 40名 172名 137名 80%

建築 53名 ― ― 53名 52名 98％

資格 橋梁
（鋼橋）

橋梁
（コンクリート）

道路
トンネル 付帯施設

受験者数 55名 51名 54名 27名
合格者数 49名 40名 35名 22名

■講習会開催情報
配筋探査実技講習会 ［教育部会］ 7月20日〜8月3日 東日本・関西・西日本地区 受講者95名
NDI資格取得のための受験対策セミナー ［東日本支部］ 9月10日〜11日 受講者31名
NDIレベル2秋期一次試験対策セミナー ［関西支部］ 8月27日 受講者26名

本 部
令和4年9月30日現在 198社（東日本支部77社、関西支部44社、西日本支部44社、機材支部33社）会員動向

退 会 ■�機 材 支 部 日本アビオニクス株式会社　９月30日付

土
木

関東
（学科：東京、実技：川崎）

関西
（大阪）

九州
（北九州）

学科（一次）試験 12月1日 12月1日 12月1日

実技（二次）試験 2月20日
〜24日

2月13日
〜15日

2月1日
〜2日

建
築

試験会場：関東
建築学科講習・建築修了試験

（eラーニング） 10月10日〜10月31日

建築実技講習・建築実技試験
（同日開催） 11月21日〜11月28日

2022年度後期 配筋探査技術者資格認証試験日程

インタラクティブ超音波探傷器

WAVE
インタラクティブ超音波探傷器WAVE は新世代のポータブル探傷器です。
優れたUT 性能とわかりやすい表示機能、扱いやすいハードウェアを備えた革新的な装置です。

●レイトレーサー＋スキャンプラン表示
被検体の断面図にAスコープを投影することで、簡単に反射源
の位置を特定することができます。

●日本語表示 ● JIS‐DAC 対応

大阪 TEL 06‐6262‐6510 東京 TEL 03‐5472‐1091

● Utouchテクノロジー
最新の静電容量式タッチパネルを採用していて、手袋を使用
していても接触媒質が付着していても誤動作することはあり
ません。
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